第８回　施設処遇検討会議　議事録

H19.6.4　13:30～15:00

青山荘地域交流室

　　　　　　　　　出席者：長谷部A.O.M・秋山S.G.M・小坂・佐々木・山田・山口・馬渡・三浦

（欠席者：千葉C.E.O・清水S.G.M・小松・原）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 記　録：三浦

議題

１：岩城　敏夫　様（青風荘入所者様）の処遇について

２：宮　陽子　様　（青山荘入所者様）の処遇について

３：麦沢　守様　（青明舎利用者様）の処遇について

１：岩城　敏夫　様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：心房細動

　＜問題点＞

1 身の回りの整理が出来ず、部屋が乱雑になっていることがある。また、物を増やす傾向にある。

介入方法→・定期的にスタッフが介入して整理整頓を行い、何年も使用していない物は廃棄を促す。

　　　　　・古い絵などは家族に家に持って行って貰う。

· 購入する場合はおき場所があるのか、本当に必要な物かを再考して頂く。

2 物忘れや置忘れが度々あり、その事で妄想発言が聞かれたり、被害的になったりする。（誰かが盗った）

　　　介入方法→・使おうと思って手にしているが、別なものが目に付くとその事に集中してしまう為、どこに置いたか分からなくなることから、今やろうとしていることを優先させるよう習慣づける。

· 物を置く場所の定位置を決める。

· 使ったものは元の場所に戻す習慣をつける。

　　

3 話題の逸脱や状況を考えずに一方的に話す等、コミュニケーションに乏しい為、トラブルの原因となる。

介入方法→・妄想発言に関しては否定も肯定もせず、固有の主張としてまとめる。

· 趣味の話題を一方的にする場合はある程度聞き、トラブルにならないよう対応する。

· 話題が飛んだりするときはその都度、今何の話をしているのか確認しながら話題の修正をする。

4 ペースメーカーを装着している。

介入方法→・毎日バイタルチェックし異常がないことを確認する。

· 装着していることを意識して体を動かすレクでは（3/31のボーリング大会では心臓に悪いからと見学されている。）定期的に点検していて異常がないことや激しい運動でなければ行って良いことを説明し、不安の解消に努める。

· 日赤HPにて定期的に点検がある為、付き添って不安の解消に努める。

＜評価＞

物を捨てられない傾向があり、職員が介入し、捨てるものと捨てないものを分けていくことが必要。また、本人からも妹様へ荷物を持って行って欲しいと依頼している。妄想発言・被害的発言については、年齢的な要因も考えられる。また、過去に状態悪化の原因ともなっているため、今後もトラブルになる前に職員が介入を行っていく。ペースメーカーは今年3月に点検済み。次回は9月の点検となっている。現在の生活においては、自分らしく生活することが出来ている。趣味に没頭しすぎない程度に調整をしながらQOLの向上に努める。

２：宮　陽子　様　（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：高脂血症

　＜問題点＞

1 退所後の生活環境について
介入方法→「青山荘での生活を営みながら、服薬・社会的役割・QOL・ライフワークについて提案する」

・安定した生活を営む為には何が必要か、定期的な面談にて今後の生活環境について振り返りをする。

・服薬とは何か、定期的に動機付ける事によりコンプライアンスを図る。

・週末の自宅外泊を繰り返し行いながら、掃除・洗濯・仏壇供養・母への見舞い・家族からの依頼（手伝い要請）をすることで本人への役割を与える。

・趣味活動への評価（洋裁・手芸・レース編み）作品を他にも紹介することで本人への役割を与える。

・ライフスタイルの確立にあわせた生活環境について共に考える。（キーパーソン⇒弟様⇒今後の協力と連携を了承済み）

※現時点から退所に向けて長期計画を共同で作成する。

「青山荘退所後の生活環境について」

本人の希望や考えを尊重しながら、複数の選択肢を提案。

同時に家族の考えも受容し、退所後も双方が良好な関係を保てる事を前提に計画作りをする。

2 対人関係への支援（・家族への不満・他者への不満）

介入方法→・家族への不満は外泊に関してのことが多い為、外泊の希望については職員が介入して日程調整する。家族には本人理解と役割分担を促しながら同時に家族援助も行う。

・家族援助については主治医にも相談する。

→主治医より、現時点では長年に渡り入退院を繰り返してきた本人への具体的な援助（青山荘退所後）までは、本人理解していないため難しいのではないかとのこと。

本人の生活態度、服薬の状況を来荘時に報告していきながら除々に促して行く。

・他者に対しその時々の気分で対応が違う。（愛想が良いときもあれば不満の訴えが多いときもある）気分の状態に左右されることなく、統一した態度で接する。

・自主活動への積極的な参加により、自己のQOL向上を図る。
＜評価＞

入所目的として「家族の希望を充分に考え、栄養のバランスの良い食事作り規則正しい生活をし、皆さんに心配や迷惑の掛けない一人の自立した生活をしようと心掛ける」と挙げているが、青山荘入所から目的を守り生活を行う事が出来ている。しかし、病状の波があり、他利用者や家族、職員への不満が増大する。保護者の兄は本人似た強いて厳しく、本人のことを信用していない。また一度保護者を降りたいと訴えもあったことから、兄寄りの考え方も受容しながら家族援助も行っていく。自分が障害者であるということを受容出来ず、理解が出来ていない。その事が職員への不満や一時的な振り返りしかできない原因となっている可能性も高い。また、数回に渡り、断薬にて再発し、入退院を繰り返していることや、病識のなさから現在の状態であれば、今後退所を向かえても通院拒否・断薬を繰り返す可能性も高い。援助内容として今後とも必要となる定期外来受診・服薬を確実に行う事が出来るよう本人の病気に対する意識を変えるような援助を行う事が必要となる。また、病状の波や、気分の高揚については服薬調整の必要性も考えられる。生活能力の高さからも、その能力を活かし他者と関わっていくことや、本人への役割を決め、ハードルを見つけてあげることも重要となる。

３：麦沢　守様　（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　

　＜問題点＞

1 過重労働による再発の危険性

介入方法→・定期的なフォローアップ（2･3日に1回の訪問による情報収集）

· 通院・服薬の確認

· 定期的な休暇をとれるような職場環境作り

＜評価＞

　現在、根城グリーン建設にて職親利用中。職親決定してからダイエットの為1度に水を6リットル飲み、不調により受診したことや、定期外来受診日に外来に来なかったこともある。過重労働による疲れや、本人の抱えるストレスについての支援を次回も引き続き検討することとする。
